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●まちづくり懇談会を開催します
●井川町発足50周年等記念式典

主な内容
・まちづくり懇談会日程……………
・井川町発足50周年等記念式典…
・全国さくらシンポジウム…………
・はつらつ歩こう会・花いかだ……
・まちの話題…………………………
・くらしの情報、見てみて、みんなの広場
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『泥んこハプニング』『泥んこハプニング』
井川小学習田では5年生による田植えが行われました。
慣れない素足での田植え作業、泥に足をとられて思わず
“尻もち”のハプニング…。
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井
川
町
自
立
計
画
の

目
指
す
方
向

本
町
が
自
立
し
、
井
川
町
独
自
の

特
色
あ
る
政
策
や
文
化
を
創
造
し
て

い
く
た
め
に
は
、
大
幅
な
行
財
政
改

革
の
実
行
は
必
要
不
可
欠
で
す
。

こ
の
「
自
立
計
画
」
で
は
具
体
的

な
行
財
政
改
革
の
内
容
を
明
示
し
、

簡
素
で
効
率
的
な
行
政
運
営
に
つ
と

め
る
と
と
も
に
、
町
職
員
の
意
識
改

革
を
積
極
的
に
進
め
ま
す
。

ま
た
、
こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り

に
は
町
民
と
行
政
が
共
に
知
恵
を
出

し
合
い
共
に
汗
を
流
す
「
協
働
の
ま

ち
づ
く
り
」
が
基
本
と
な
り
ま
す
。

町
民
み
な
さ
ん
の
理
解
と
協
力
の
も

と
、
一
人
ひ
と
り
の
知
恵
と
力
を
結

集
し
、
新
た
な
ま
ち
づ
く
り
を
推
進

し
て
い
き
た
い
考
え
で
す
。

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
が

求
め
ら
れ
る
背
景

①
地
方
分
権
の
進
展

地
方
分
権
の
進
展
に
よ
り
、
真
の

住
民
自
治
を
実
現
さ
せ
る
た
め
に

は
、
ま
ち
づ
く
り
の
あ
ら
ゆ
る
場

面
に
お
い
て
、
こ
れ
ま
で
以
上
に

住
民
の
意
見
を
政
策
立
案
や
事
業

の
実
施
な
ど
に
反
映
さ
せ
て
い
く

こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

②
住
民
の
ニ
ー
ズ
へ
の
対
応

社
会
情
勢
の
変
化
や
少
子
高
齢

化
、
情
報
化
な
ど
に
よ
り
、
住
民

が
行
政
に
求
め
る
サ
ー
ビ
ス
は
、

ま
す
ま
す
多
様
化
・
高
度
化
し
、

ニ
ー
ズ
の
全
て
に
対
応
す
る
こ
と

が
能
力
的
に
も
財
政
的
に
も
困
難

と
な
る
こ
と
も
予
想
さ
れ
ま
す
。

行
政
だ
け
で
は
対
応
が
困
難
な
部

分
に
つ
い
て
は
、
住
民
の
自
主
的

な
行
動
の
も
と
、
住
民
や
地
域
、

団
体
等
が
行
政
と
良
き
パ
ー
ト

ナ
ー
と
し
て
連
携
・
協
力
し
な
が

ら
課
題
解
決
に
当
た
っ
て
い
く
こ

と
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

③
住
民
と
行
政
と
の
信
頼

住
民
が
行
政
と
協
働
す
る
こ
と
で

〝
ま
ち
づ
く
り
〞
の
透
明
性
を
高

め
、
住
民
と
行
政
と
の
信
頼
関
係

を
よ
り
強
固
な
も
の
に
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

あ
な
た
の
意
見
を

お
聞
か
せ
く
だ
さ
い

町
で
は
、
自
立
計
画
策
定
の
た

め
、
町
職
員
に
よ
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
立
ち
上
げ
、
意
見
を
集
約
し

て
き
た
と
こ
ろ
で
す
。
こ
の
後
、

予
定
さ
れ
て
い
る
「
ま
ち
づ
く
り

懇
談
会
」
の
開
催
に
合
わ
せ
、〝
自

立
計
画
策
定
の
た
め
の
資
料
〞を
、

別
途
、
配
布
し
ま
す
の
で
、
内
容

を
確
認
の
う
え
、「
ま
ち
づ
く
り

懇
談
会
」
に
て
意
見
を
お
聞
か
せ

く
だ
さ
い
。

こ
れ
か
ら
の
〝
ま
ち
づ
く
り
〞
へ
参
画
を
！

井
川
町
自
立
計
画
に

あ
な
た
の
意
見
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い

行政改革の推進�
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まちづくり懇談会日程
時間：午後７時～９時

開催日 町 内 会 場

６月２１日
（火）

井 内 井内分館

赤 沢 赤沢分館

街 道 街道分館

坂 本 坂本分館

６月２２日
（水）

大 台 大台生活改善センター

館 岡 館岡分館

小 泉 小泉分館

小 竹 花 小竹花分館

６月２３日
（木）

大 麦 大麦分館

八 幡 八幡分館

今 戸 今戸コミュニティセンター

大 野 地 大野地分館

６月２４日
（金）

寺 沢 寺沢分館

大 倉 大倉分館

新 屋 敷 新屋敷分館

６月２7日
（月）

綱 木 沢 綱木沢生活改善センター

小 今 戸 小今戸分館

さ く ら さくら分館

６月２８日
（火）

仲 台 仲台分館

田 中 田中分館

横 岡 横岡分館

海 老 沢 海老沢分館

６月２９日
（水）

保 野 子 保野子分館

宇 治 木 宇治木分館

羽 立 羽立分館

６月３０日
（木）

葹 田 葹田分館

新 間 新間分館

中 下 村 中下村分館

上 村 上村分館

※この日程は５月末時点での予定です。開催日等の変更

があった場合は、各町内毎にお知らせいたします。

※各会場とも、開会は７時を予定しています。となり近

所、誘いあって参加してください。

今
年
度
の「
ま
ち
づ
く
り
懇
談
会
」

を
六
月
二
十
一
日
（
火
）
か
ら
三
十

日
（
木
）
ま
で
の
十
日
間
（
実
質
八

日
間
）
の
日
程
で
開
催
し
ま
す
。

今
年
も
町
長
を
は
じ
め
、
助
役
、

教
育
長
、
出
納
室
長
、
各
課
長
や
課

員
ら
が
四
班
に
分
か
れ
て
、
あ
な
た

の
町
内
に
お
じ
ゃ
ま
し
ま
す
。

今
回
は
、
今
後
の
ま
ち
づ
く
り
を

考
え
て
い
く
う
え
で
、
非
常
に
重
要

な
案
件
の
一
つ
で
あ
る
「
井
川
町
自

立
計
画
」
策
定
の
た
め
、
住
民
の
み

な
さ
ん
の
意
見
を
お
聞
か
せ
い
た
だ

き
た
い
の
で
す
。

地
域
の
こ
と
を

地
域
み
ん
な
が
考
え
る

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
う
え
で
、

住
民
み
な
さ
ん
の
参
加
は
欠
か
す
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
地
域
の
こ

と
は
そ
こ
で
生
活
し
て
い
る
人
で
な

け
れ
ば
気
が
つ
か
な
い
こ
と
も
あ
り

ま
す
。
み
な
さ
ん
そ
れ
ぞ
れ
に
『
住

み
よ
い
ま
ち
』
づ
く
り
の
考
え
も
あ

る
こ
と
で
し
ょ
う
。
こ
の
機
会
に
話

題
を
持
ち
寄
っ
て
、
み
ん
な
で
話
し

合
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

話
し
合
い
は
、
町
が
抱
え
て
い
る

課
題
を
住
民
み
な
さ
ん
の
視
点
か
ら

意
見
を
い
た
だ
く
ほ
か
、
ふ
だ
ん
見

落
と
し
が
ち
な
地
域
の
問
題
を
掘
り

起
こ
す
き
っ
か
け
に
も
な
り
ま
す
。

そ
の
た
め
に
も
多
く
の
住
民
の
参
加

が
必
要
な
の
で
す
。
今
後
、
一
人
ひ

と
り
が
住
み
や
す
い
地
域
を
つ
く
る

た
め
、
ま
た
次
の
世
代
に
伝
え
て
い

く
地
域
を
よ
り
良
い
も
の
に
す
る
た

め
に
、
あ
な
た
の
声
を
お
聞
か
せ
く

だ
さ
い
。

住
民
と
行
政
と
の
協
働
に
よ
る

『
美
し
い
ま
ち 

楽
し
い
ま
ち 

健
康

な
ま
ち
』
づ
く
り
を
め
ざ
し
、
み
な

さ
ん
の
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

に関する
問い合わせ先

役場総務課　電話（８７４）４４１１
有線 ４５６１

役場情報課　電話（８７４）４４１３
有線 ４５６６



4

■
感
謝
状
の
贈
呈

▽
大
阪
府
立
健
康
科
学
セ
ン
タ
ー

▽
筑
波
大
学
大
学
院

人
間
総
合
科
学
研
究
所

社
会
健
康
医
学
教
室

循
環
器
健
診
を
中
心
と
し
た
町
民
の

健
康
保
持
増
進
と
健
康
教
育
の
推
進

に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

▽
森
田 

孝
治
さ
ん
（
小
今
戸
）

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
長
と
し
て
高

齢
者
福
祉
活
動
に
参
画
す
る
と
と
も

に
、
多
額
の
浄
財
を
寄
付
さ
れ
社
会

福
祉
の
推
進
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

小林 卓巳さん
（葹 田）

教
育
委
員
長
と
し
て
教
育
の
振
興

に
尽
力
さ
れ
る
と
と
も
に
、
町
史

編
さ
ん
委
員
長
と
し
て
井
川
町
史

続
巻
の
発
刊
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

代
表
監
査
委
員
並
び
に
一
部
事
務

組
合
監
査
委
員
等
の
要
職
を
歴
任

し
、
町
勢
の
発
展
に
貢
献
さ
れ
ま

し
た
。

議
会
議
員
と
し
て
町
政
に
参
画
す

る
と
と
も
に
、
民
生
委
員
等
の
要

職
を
歴
任
し
、
町
勢
の
発
展
に
貢

献
さ
れ
ま
し
た
。

石井 錬造さん
（八 幡）

遠藤 光雄さん
（今 戸）

◆
井
川
町
功
労
章

井
川
町
発
足
五
十
周
年

井
川
さ
く
ら
駅
開
業
十
周
年

井

川

町

史

続

巻

発

刊

記
念
式
典

◆
特
別
功
労
章

議
会
議
員
並
び
に
議
会
議
長
と
し

て
町
政
に
参
画
す
る
と
と
も
に
、

井
川
さ
く
ら
駅
の
設
置
お
よ
び
利

用
促
進
に
尽
力
し
、
町
勢
の
発
展

に
多
大
な
貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。 児玉 　司さん

（海老沢）

▽
朗
読
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
あ
い
」

代
表  

渡
部 

チ
ヨ

視
覚
に
障
害
の
あ
る
方
や
高
齢
者

に
、
広
報
い
か
わ
を
声
で
伝
え
る
活

動
を
続
け
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

▽
株
式
会
社 

ス
ズ
キ
部
品
秋
田

代
表
取
締
役
社
長  

村
田 

邦
彦 

▽
北
日
本
ボ
ー
ド
工
業 

株
式
会
社

代
表
取
締
役  

半
田 

健
喜 

誘
致
企
業
と
し
て
、
操
業
以
来
地
域

産
業
の
振
興
と
雇
用
機
会
の
提
供
を

図
り
、
町
勢
の
発
展
に
貢
献
さ
れ
ま

し
た
。

▽
有
限
会
社 

サ
ン
ラ
イ
ズ
企
画

代
表
取
締
役 

柴
野 

精
允 

▽
株
式
会
社 

秋
田
銀
行

取
締
役
頭
取 

新
開 

卓 

▽
医
療
法
人 

仁
政
会理

事
長　

杉
山 　

和

▽
株
式
会
社 

天
野
金
物

代
表
取
締
役 

天
野 

良
孝 

▽
井
川
歯
科
診
療
所 

細
川 

隆
文 

桜
の
森
彫
刻
コ
ン
ク
ー
ル
展
の
開
催

に
あ
た
り
、
多
額
の
浄
財
を
寄
付
さ

れ
、事
業
推
進
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

▽
す
み
れ
の
会 

代
表 

藤
田 

多
鶴
子

▽
さ
く
ら
延
寿
会
老
人
ク
ラ
ブ

会
長  

澤
石 

傳
吉 

井
川
さ
く
ら
駅
周
辺
の
清
掃
活
動
に

取
り
組
ま
れ
、
環
境
美
化
の
推
進
に

貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

▽
渡
部 

三
千
男
さ
ん
（
中
下
村
）

井
川
町
史
発
刊
に
あ
た
り
、
初
巻
・

続
巻
を
通
じ
て
執
筆
に
携
わ
り
、
本

町
に
お
け
る
正
史
編
さ
ん
に
貢
献
さ

れ
ま
し
た
。

開
会
に
あ
た
り
、
齋
藤
町
長
か

ら
「
上
・
下
井
河
村
が
合
併
し
て

五
十
年
間
、
町
民
の
み
な
さ
ん
や

議
会
を
は
じ
め
先
人
の
英
知
や
努

力
に
よ
り
、
多
く
の
難
題
を
克
服

し
て
き
た
。
し
か
し
な
お
、
雇
用

の
確
保
、
少
子
高
齢
化
の
中
で
男

女
共
同
参
画
と
子
育
て
支
援
、
教

育
の
振
興
、
循
環
型
社
会
の
実
現

等
乗
り
越
え
る
べ
き
課
題
は
山
積

し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
課
題
に
積

極
果
敢
に
挑
戦
し
、『
美
し
い
ま

ち 

楽
し
い
ま
ち 

健
康
な
ま
ち
』

を
実
現
し
、
町
民
が
安
心
し
て
生

活
で
き
る
よ
う
〝
ま
ち
づ
く
り
〞

へ
の
思
い
を
新
た
に
し
た
」
と
あ

い
さ
つ
が
あ
り
ま
し
た
。

式
典
で
は
児
玉　

司
前
町
議
会

議
長
（
海
老
沢
）
へ
特
別
功
労
章
、

遠
藤
光
雄
さ
ん
（
今
戸
）
を
は
じ

め
九
氏
へ
井
川
町
功
労
章
が
贈
ら

れ
ま
し
た
。
ま
た
町
表
彰
状
の
授

与
並
び
に
感
謝
状
の
贈
呈
が
行
な

わ
れ
ま
し
た
。

二
五
〇
人
が
出
席
し
、

喜
び
を
分
か
ち
合
う

町
制
施
行
記
念
日
と
な
る
六
月

一
日
、
井
川
町
発
足
五
十
周
年
・

井
川
さ
く
ら
駅
開
業
十
周
年
・
井

川
町
史
続
巻
発
刊
記
念
式
典
が
、

井
川
町
民
体
育
館
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
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小
泉
町
内
の
渡
部
聰
さ
ん
が
春
の
褒

章
で
、藍
綬
褒
章
を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

渡
部
さ
ん
は
昭
和
四
十
九
年
か
ら
井

川
町
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
に
任
命
さ

れ
て
以
来
、
三
十
年
に
わ
た
り
本
町
の

選
挙
業
務
の
遂
行
に
貢
献
さ
れ
て
き
ま

し
た
。
平
成
三
年
か
ら
は
同
委
員
長
と

し
て
ご
尽
力
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

渡
部
聰
さ
ん
に
藍
綬
褒
章

渡部  聰さん
（小 泉）

■
表
彰
状
の
授
与

▽
町
議
会
関
係

小
林 

幸
一
さ
ん
（
館 

岡
）

伊
藤 

勝
義
さ
ん
（
小 

泉
）

鈴
木 

孝 

さ
ん
（
小 

泉
）

伊
藤 

八
十
治
さ
ん
（
今 

戸
）

児
玉 

克
巳
さ
ん
（
井 

内
）

藤
田 

俊
悦
さ
ん
（
新
屋
敷
）

齋
藤 

紀
男
さ
ん
（
赤 

沢
）

工
藤 

久
兵
衛
さ
ん
（
大 

麦
）

藤
田 

英
次
さ
ん
（
田 

中
）

▽
農
業
委
員
会
関
係

渡
部 

春
雄
國
さ
ん
（
新 

間
）

▽
選
挙
管
理
委
員
会
関
係

渡
部 

聰 

さ
ん
（
小 

泉
）

中
山 

金
四
郎
さ
ん
（
小
今
戸
）

消
防
の
職
に
精
励
さ
れ
る
と
と

も
に
、
交
通
指
導
隊
長
等
を
歴
任

し
、
民
生
の
安
定
に
貢
献
さ
れ
ま

し
た
。

教
育
委
員
長
と
し
て
教
育
の
振
興

に
尽
力
さ
れ
る
と
と
も
に
、
体
育

指
導
委
員
会
会
長
と
し
て
ス
ポ
ー

ツ
の
振
興
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

教
育
委
員
長
と
し
て
教
育
の
振
興

に
尽
力
さ
れ
、
本
町
の
発
展
に
貢

献
さ
れ
ま
し
た
。

消
防
の
職
に
精
励
さ
れ
、
民
生
の

安
定
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

消
防
の
職
に
精
励
さ
れ
、
民
生
の

安
定
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

消
防
の
職
に
精
励
さ
れ
、
民
生
の

安
定
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

遠間 富和さん
（田 中）

伊藤  　さん
（街 道）

菅生 養助さん
（大 倉）

小林  聡さん
（葹 田）

伊藤 俊博さん
（小今戸）

齊藤 芳雄さん
（田 中）

▽
町
職
員
勤
続
表
彰
（
25
年
以
上
勤
続
）

川
村 

喜
之
さ
ん
（
小 

泉
）

鷲
谷 

仁
美
さ
ん
（
海
老
沢
）

□
頒
布
価
格

一
冊　
二
、五
〇
〇
円

□
問
い
合
わ
せ

役
場 

情
報
課

℡
（
８
７
４
）
４
４
１
３

有
線 

４
５
６
６

ワ
ラ
ビ
取
り
中
に
行
方
不
明

と
な
っ
た
上
村
町
内
の
高
橋
金
一

さ
ん
が
無
事
に
保
護
さ
れ
た
の
は

三
日
後
の
こ
と
だ
っ
た
。
八
十
六

歳
の
高
齢
者
が
沢
水
だ
け
で
命
を

つ
な
ぎ
、
風
雨
の
山
中
で
三
晩
を

耐
え
抜
い
た
こ
と
は
驚
異
に
価
す

る
。
し
か
し
一
方
で
は
、
捜
索
の

あ
り
方
に
お
い
て
教
え
ら
れ
る
こ

と
が
多
い
事
件
だ
っ
た
。
高
橋
さ

ん
の
無
事
を
喜
ぶ
と
同
時
に
捜
索

に
ご
協
力
を
い
た
だ
い
た
五
城
目

警
察
署
、
湖
東
消
防
署
、
消
防
団

は
も
と
よ
り
、
自
発
的
に
参
加
さ

れ
た
多
く
の
町
民
の
方
々
に
心
か

ら
感
謝
を
申
し
上
げ
た
い
。

高
橋
さ
ん
が
行
方
不
明
と
な
っ

た
森
合
牧
野
は
な
だ
ら
か
な
丘
で

造
園
木
が
植
栽
さ
れ
て
い
る
。
尾

根
を
境
に
し
て
町
の
共
有
林
の

杉
林
。
常
識
的
に
遭
難
す
る
よ

う
な
山
で
は
な
い
。
一
報
は
十
六

日
午
後
六
時
十
二
分
。
当
日
は
時

間
的
に
本
格
的
な
捜
索
に
は
至
ら

ず
、
翌
朝
に
持
ち
越
し
た
。
す
ぐ

保
護
で
き
る
だ
ろ
う
と
安
易
に
考

え
て
い
た
こ
と
も
事
実
だ
が
、
一

週
間
前
に
体
調
を
崩
し
て
い
た
と

の
情
報
も
あ
り
、
一
抹
の
不
安
も

あ
っ
た
。
十
七
、十
八
日
の
早
朝

か
ら
の
本
格
的
な
捜
索
で
も
発

見
で
き
ず
、
長
期
で
広
範
囲
な
捜

索
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
状
況
と

な
っ
た
。
こ
の
間
、
行
方
不
明
と

な
っ
た
夜
か
ら
翌
朝
に
か
け
温
度

は
五
・
七
度
ま
で
下
が
り
、
十
八

日
夜
半
か
ら
翌
朝
に
か
け
て
は
風

速
九
・
四
㍍
の
暴
風
雨
と
な
っ
た
。

こ
の
記
録
は
湖
東
消
防
署
地
点
の

も
の
だ
が
、
山
中
で
は
温
度
も
風

雨
も
、
も
っ
と
厳
し
か
っ
た
と
推

測
さ
れ
る
。

過
酷
な
状
況
を
克
服
し
た
の

は
、
パ
ニ
ッ
ク
に
な
っ
て
無
我
夢

中
で
動
か
な
か
っ
た
こ
と
、
く
ぼ

地
に
枯
れ
笹
を
敷
い
て
寒
さ
と
風

雨
を
避
け
た
こ
と
の
ほ
か
、
着
衣

も
重
要
な
要
因
だ
っ
た
の
で
は
な

い
か
。
下
は
キ
ル
テ
ィ
ン
グ
の
下

ズ
ボ
ン
、
ト
レ
パ
ン
、
ヤ
ッ
ケ
ズ

ボ
ン
。
上
は
キ
ル
テ
ィ
ン
グ
の
長

そ
で
シ
ャ
ツ
、
同
ベ
ス
ト
に
裏
起

毛
の
ト
レ
ー
ナ
ー
、
毛
糸
の
ベ
ス

ト
を
重
ね
着
し
て
い
た
。
帽
子
は

耳
あ
て
付
き
だ
っ
た
。
雨
は
ヤ
ッ

ケ
ズ
ボ
ン
を
か
ぶ
っ
て
し
の
い

だ
。
冬
の
着
衣
と
ほ
ぼ
同
じ
だ
っ

た
こ
と
が
幸
い
し
た
の
で
は
な
い

か
。
ま
た
、
捜
索
隊
を
発
見
し
た

高
橋
さ
ん
は
移
動
し
た
が
、
結
果

的
に
鬼
ご
っ
こ
の
よ
う
な
型
と
な

り
、
保
護
す
る
こ
と
が
難
し
か
っ

た
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

今
回
の
事
件
で
、
ど
ん
な
山

で
も
遭
難
の
可
能
性
が
あ
る
こ

と
、
一
度
捜
索
し
た
場
所
で
も
繰

り
返
し
継
続
す
る
こ
と
が
必
要
、

尾
根
を
越
せ
ば
大
声
で
あ
っ
て
も

聞
こ
え
な
い
、
常
識
と
い
う
判
断

は
場
所
や
時
間
が
違
え
ば
万
能
で

は
な
い―

等
を
教
え
ら
れ
た
。

そ
れ
に
つ
け
て
も
、高
橋
さ
ん
、

よ
く
ぞ
頑
張
っ
た
。
今
後
も
元
気

で
長
生
き
を
！

『
井
川
町
史
（
続
巻
）』
を
刊
行

前
巻
以
降
の
郷
土
の
来
し
方
を
総
合

的
に
一
望
で
き
る
よ
う
編
さ
ん
し
ま

し
た
。
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六
〇
〇
人
が
集
い
開
幕

六
〇
〇
人
が
集
い
開
幕

初
日
五
月
六
日
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

は
、
井
上
隆
明
前
秋
田
経
済
法
科

大
学
学
長
よ
り〝
さ
く
ら
発
七
つ
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
〞
と
題
し
た
基
調
講

演
、
ま
た
活
動
報
告
と
し
て
、
〝
井

川
町
に
お
け
る
桜
の
管
理
〞
を
齋
藤

良
治
さ
ん
（
赤
沢
）、
む
つ
み
造
園

土
木
㈱
・
杉
村
文
夫
専
務
取
締
役
の

両
氏
か
ら
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。
続

い
て
（財）
日
本
花
の
会
・
田
中
秀
明
さ

ん
か
ら
は
「
国
花
苑
は
植
栽
か
ら

長
い
年
月
を
経
て
、
木
々
も
成
長
し

て
き
て
お
り
、
枝
が
混
ん
で
き
て
い

る
。
良
い
木
を
大
き
く
育
て
る
た
め

に
も
、
残
す
木
を
選
ん
で
い
か
な
い

と
い
け
な
い
」
と
国
花
苑
の
樹
勢
調

査
報
告
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

同
じ
く
活
動
報
告
と
し
て
、
日
本

花
の
会
栗
駒
支
部
大
手
花
の
会
・
伊

藤
優
さ
ん
か
ら
〝
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
で
つ
く
る
桜
の
郷
づ
く
り
〞、
北

海
道
教
育
大
学
・
浅
利
政
俊
先
生

か
ら
は
、
北
海
道
松
前
町
で
の
小
学

校
教
諭
時
代
か
ら
児
童
生
徒
と
共
に

二
十
年
以
上
に
わ
た
り
行
な
っ
て
き

た
桜
の
調
査
、
育
成
の
経
験
を
基
に

し
た
〝
子
供
と
共
に
歩
む
桜
の
郷
づ

く
り
〞
の
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。

引
き
続
き
行
な
わ
れ
た
パ
ネ
ル

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
〝
桜
と

四
季
の
花
咲
く
町
づ
く
り
を
目
指
し

て
〞
を
テ
ー
マ
に
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
秋
田
県

桜
に
関
す
る
品
種
と
育
種
の
研

究
、
栽
培
や
保
存
技
術
の
向
上
と
文

化
的
な
研
究
を
図
る
こ
と
を
目
的
と

す
る「
全
国
さ
く
ら
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」

が
、
五
月
六
日
、
七
日
の
二
日
間
の

日
程
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

◇　

◇　

◇　

◇　

◇

開
会
に
あ
た
り
齋
藤
町
長
が
「
昨

年
八
月
の
台
風
20
号
で
は
、
潮
風
で

町
内
の
木
々
が
痛
め
ら
れ
、
今
春
の

開
花
が
大
変
心
配
さ
れ
て
お
り
ま
し

た
が
、
例
年
に
比
べ
る
と
若
干
花
つ

き
が
少
な
い
も
の
の
、
ま
ず
ま
ず
の

花
を
見
せ
て
い
ま
す
。
こ
の
機
会
に

全
国
各
地
か
ら
お
越
し
く
だ
さ
っ
た

方
々
に
ご
覧
い
た
だ
き
、
町
民
と
交

流
し
、
参
加
者
一
人
ひ
と
り
が
桜
を

愛
し
、
慈
し
み
育
て
て
い
く
転
機
と

な
る
よ
う
期
待
し
て
い
ま
す
」
と
歓

迎
の
あ
い
さ
つ
を
し
た
後
、
（財）
日
本

花
の
会
・
安
崎
暁
理
事
長
か
ら
「
桜

は
昔
か
ら
我
々
の
生
活
や
風
俗
、
風

習
の
中
に
深
く
解
け
こ
み
、
日
本
の

花
の
象
徴
と
し
て
、
多
く
の
国
民
か

ら
愛
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
桜
の
花
を

見
て
美
し
い
と
感
じ
る
心
の
働
き
は

文
化
を
大
切
に
す
る
人
間
の
心
の
働

き
で
も
あ
り
ま
す
。
こ
の
全
国
さ
く

ら
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
契
機
に
、
井
川

町
が
桜
を
生
か
し
な
が
ら
、
行
政
と

住
民
が
一
体
と
な
っ
た
ま
ち
づ
く
り

の
モ
デ
ル
と
な
る
よ
う
願
っ
て
い
ま

す
」
と
あ
い
さ
つ
が
あ
り
ま
し
た
。

6

――

桜
と
四
季
の
花
咲
く
町
づ
く
り
を
目
指
し
て

桜
と
四
季
の
花
咲
く
町
づ
く
り
を
目
指
し
て――
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国
際
協
力
協
議
会
理
事
長
お
よ
び
秋

田
県
バ
ラ
会
会
長
・
奈
良
洋
さ
ん
を

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
迎
え
、
琉
球

大
学
・
比
嘉
照
夫
教
授
、
秋
田
県
花

い
っ
ぱ
い
の
会
・
阿
部
恭
子
理
事
、

井
川
町
・
遠
藤
政
勝
産
業
課
長
の
三

氏
の
提
言
が
あ
り
ま
し
た
。

（
内
容
は
次
頁
に
掲
載
）

桜
談
議
に
花
を
咲
か
せ
…
交
流
会

桜
談
議
に
花
を
咲
か
せ
…
交
流
会

ま
た
、
会
場
を
町
農
村
環
境
改
善

セ
ン
タ
ー
に
移
し
行
わ
れ
た
「
交
流

会
」
に
も
、
引
き
続
き
多
く
の
町
民

が
参
加
し
、
桜
の
専
門
家
や
愛
好
家

た
ち
と
の
談
話
に
花
を
咲
か
せ
て
い

ま
し
た
。

雨
情
枝
垂
れ
桜
に
、
感
嘆
の
た
め
息

雨
情
枝
垂
れ
桜
に
、
感
嘆
の
た
め
息

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
二
日
目
の
五
月
七

日
は
、
明
け
方
か
ら
小
雨
が
降
り
続

き
、
肌
寒
い
あ
い
に
く
の
天
候
で
し

た
が
、
日
本
国
花
苑
内
で
は
「
記
念

植
樹
」、「
現
地
見
学
会
」
が
行
な
わ

れ
ま
し
た
。
定
住
促
進
セ
ン
タ
ー
前

で
行
な
わ
れ
た
記
念
植
樹
で
は
、
日

本
花
の
会
か
ら
贈
ら
れ
た〝
松
月
〞二

本
が
参
加
者
た
ち
の
手
に
よ
っ
て
植

え
ら
れ
ま
し
た
。
現
地
見
学
会
は
各

自
思
い
々
々
の
コ
ー
ス
で
苑
内
を
散

策
。
見
慣
れ
な
い
品
種
の
桜
の
花
の

前
に
立
っ
た
参
加
者
か
ら
は
、
感
嘆

の
声
が
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

全
国
か
ら
桜
の
専
門
家
や
愛
好
家

を
迎
え
、
開
催
さ
れ
た
第
二
十
四
回

全
国
桜
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
。
こ
の
伝
統

あ
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
わ
が
井
川
町

で
開
催
す
る
こ
と
は
、
こ
れ
ま
で
取

り
組
ん
で
き
た
桜
の
維
持
管
理
や
、

ま
ち
づ
く
り
活
動
を
全
国
に
発
信
す

る
絶
好
の
機
会
に
恵
ま
れ
た
こ
と
に

ほ
か
な
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
か
ら
よ
り

桜
を
愛
し
、
ま
た
町
を
愛
し
、「
美

し
い
ま
ち 

楽
し
い
ま
ち 

健
康
な
ま

ち
」
づ
く
り
の
ス
テ
ッ
プ
と
な
っ
て

い
け
る
よ
う
町
民
の
輪
が
広
が
っ
て

い
く
こ
と
を
期
待
し
、
〝
全
国
さ
く

ら
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
in
い
か
わ
〞
が
閉

幕
し
ま
し
た
。

ク
色
に
そ
ま
っ
た
美
し
い
国
花
苑
を

お
と
ず
れ
、
心
を
な
ご
ま
せ
ま
す
。

ま
た
、
校
舎
の
中
か
ら
は
い
つ
で

も
国
花
苑
に
さ
く
、
桜
の
花
を
見
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
み
ん
な
は
桜
の

木
を
観
察
し
た
り
す
る
の
が
と
て
も

大
好
き
で
す
。
桜
で
で
き
た
「
桜
ア

イ
ス
」
が
と
き
ど
き
給
食
に
つ
く
と

み
ん
な
お
い
し
そ
う
に
食
べ
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
国
花
苑
は
井
川
町
の
シ

ン
ボ
ル
で
あ
り
、
わ
た
し
た
ち
に
と

っ
て
な
く
て
は
な
ら
な
い
大
切
な
友

だ
ち
の
よ
う
な
そ
ん
在
で
す
。

さ
ら
に
カ
モ
シ
カ
、
野
鳥
、
ホ
タ

ル
、
お
た
ま
じ
ゃ
く
し
、
川
エ
ビ
な

ど
の
た
く
さ
ん
の
生
き
物
た
ち
が
生

息
し
て
い
る
自
然
が
い
っ
ぱ
い
の
と

こ
ろ
で
す
。
だ
か
ら
こ
れ
か
ら
も
人

び
と
に
好
か
れ
、
親
し
ま
れ
て
い
る

国
花
苑
の
自
然
を
よ
ご
さ
な
い
よ
う

に
し
た
い
で
す
。
ポ
イ
捨
て
な
ど
を

す
る
人
が
い
る
と
わ
た
し
た
ち
の
国

花
苑
が
悲
し
ん
で
い
る
よ
う
に
感
じ

ま
す
。
美
し
い
自
然
が
い
つ
ま
で
も

続
く
よ
う
に
大
事
に
守
っ
て
い
き
た

い
で
す
。

わ
た
し
た
ち
は
国
花
苑
の
美
し
さ

を
全
国
や
世
界
の
人
た
ち
に
伝
え
て

い
き
、
さ
ら
に
ほ
か
の
自
然
の
美
し

い
と
こ
ろ
を
大
切
に
し
な
が
ら
く
ら

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
し

て
地
球
の
自
然
が
よ
ご
れ
な
い
よ
う

に
自
分
に
で
き
る
こ
と
は
何
か
考
え

て
い
き
た
い
で
す
。

全
国
さ
く
ら
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
と
同
時

開
催
さ
れ
た
「
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
（
小
・

中
学
生
対
象
）」
並
び
に
「
押
し
花
絵

コ
ン
ク
ー
ル
（
一
般
対
象
）」
に
は
町

内
外
か
ら
多
数
の
応
募
が
あ
り
ま
し

た
。各
賞
の
入
賞
者
は
次
の
方
々
で
す
。

作
文
コ
ン
ク
ー
ル

作
文
コ
ン
ク
ー
ル

【
最
優
秀
賞
】
中
道
真
子
（
小
６
）

【
優
秀
賞
】
鎌
田
啓
雅
（
小
５
）、
三
浦

雅
孝
（
中
２
）

【
佳
作
】
／
大
川
翔
太
（
小
４
）、
畠

山
英
子
（
小
４
）、
松
岡
初
音
（
小

５
）、
三
浦
千
紘
（
小
６
）、
斎
藤
菜
奈

美
（
中
１
）、
桜
庭
健
太
（
中
１
）、
三

浦
智
佳
子
（
中
２
）、三
浦
彩
（
中
３
）、

斎
藤
悠
希
（
中
３
）

押
し
花
絵
コ
ン
ク
ー
ル

押
し
花
絵
コ
ン
ク
ー
ル

【
大
賞
】
▽
さ
く
ら
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
実

行
委
員
会
会
長
賞
／
吉
田
昭
子
（
秋
田

市
）
▽
財
団
法
人
日
本
花
の
会
理
事
長

賞
／
小
林
信
子
（
潟
上
市
）
▽
秋
田
県

知
事
賞
／
高
橋
睦
子
（
田
代
町
）

【
特
賞
】
▽
Ｎ
Ｈ
Ｋ
秋
田
放
送
局
長
賞

／
熊
谷
智
子
▽
Ａ
Ｂ
Ｓ
秋
田
放
送
局
長

賞
／
羽
根
川
薫
▽
Ａ
Ｋ
Ｔ
秋
田
放
送
局

長
賞
／
小
野
地
ヨ
シ
▽
Ａ
Ａ
Ｂ
秋
田
朝

日
放
送
局
長
賞
／
眞
壁
恵
子
▽
秋
田
魁

新
報
社
長
賞
／
國
松
綾
子
▽
湖
畔
時
報

社
賞
／
吉
田
千
秋
▽
井
川
町
議
会
議
長

賞
／
藤
原
千
寿
子
▽
下
井
河
郵
便
局
長

賞
／
田
村
陽
子
▽
上
井
河
郵
便
局
長
賞

／
工
藤
深
雪

【
佳
作
】
伊
藤
和
子
、
伊
藤
三
記
子
、

安
藤
和
子
、
清
水
千
代
、
藤
原
香
津
子
、

斎
藤
圭
子
、
鮫
島
妙
子
、
佐
藤
え
み
子

（
敬
称
略
）

7

作
文
コ
ン
ク
ー
ル
最
優
秀
賞

「
み
ん
な
大
好
き
国
花
苑
」

井
川
小
６
年 

中
道
真
子
（
今
戸
）

わ
た
し
は
国
花
苑
が
と
て
も
大
好

き
で
す
。
季
節
に
よ
っ
て
美
し
い
風

景
を
写
し
だ
し
て
く
れ
ま
す
。
夏
は

緑
の
葉
が
ゆ
れ
、
木
の
葉
た
ち
が
ザ

ワ
ザ
ワ
と
お
し
ゃ
べ
り
し
て
い
る
よ

う
で
す
。
秋
は
枯
れ
葉
が
つ
も
り
、

歩
く
と
パ
リ
パ
リ
と
音
が
鳴
り
、
楽

し
い
気
分
に
な
り
ま
す
。
冬
は
木
に

雪
が
つ
も
り
、
キ
ラ
キ
ラ
と
か
が
や

く
銀
世
界
に
な
り
ま
す
。
そ
し
て
春

は
国
花
苑
が
一
番
き
ら
め
く
季
節
で

す
。さ

く
ら
ま
つ
り
、
花
見
な
ど
多
く

の
人
た
ち
が
桜
の
花
が
ま
う
、
ピ
ン
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（秋田県花いっぱいの会理事）

□■□全国さくらシンポジウム□■□

大
変
う
ま
く
い
く
ん
で
す
ね
。

ま
た
、
私
た
ち
が
一
生
懸
命
作
業

し
て
い
る
と
ダ
ン
プ
車
で
通
る
父
さ

ん
た
ち
が
「
が
ん
ば
っ
て
る
な
！
」

と
声
を
か
け
て
く
れ
ま
す
。
戻
り
に

は
冷
え
た
飲
み
物
を
手
に
し
て
「
お

め
が
た
も
暑
い
べ
、
こ
れ
飲
め
」
と

ジ
ュ
ー
ス
を
置
い
て
行
っ
て
く
れ
る

の
で
す
。
普
段
は
そ
ん
な
こ
と
全
然

な
い
の
で
す
が
、
花
か
ら
そ
う
い
う

ふ
れ
あ
い
が
生
ま
れ
て
く
る
ん
で
す

ね
。
花
と
い
う
の
は
、
ど
ん
な
花
で

も
人
の
心
を
動
か
す
も
の
な
の
だ
と

信
じ
て
い
て
い
ま
す
。

も
過
言
で
は
な
い
で
し
ょ
う
。
私
た

ち
の
花
植
え
作
業
に
は
地
域
全
戸
か

ら
参
加
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

あ
る
時
か
ら
あ
る
集
落
で
は
男
性

が
参
加
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

そ
こ
の
お
母
さ
ん
た
ち
に
尋
ね
た
と

こ
ろ
、「
父
さ
ん
、
お
め
、
お
れ
の

花
植
え
手
伝
わ
ね
ば
、
お
れ
、
お
め

の
田
手
伝
わ
ね
ど
」
と
言
っ
た
そ
う

で
す
。
そ
う
し
た
ら
お
父
さ
ん
た
ち

が
一
緒
に
つ
い
て
き
た
と
い
う
笑
い

話
で
す
。
終
わ
れ
ば
「
ビ
ー
ル
一
杯

ご
ち
そ
う
す
る
か
ら
な
」
と
。
そ
う

い
う
会
話
を
交
わ
す
こ
と
で
家
庭
が

私
の
住
む
鹿
角
市
で
は
、
平
成

元
年
に
出
さ
れ
た
〝
ふ
る
さ

と
創
生
資
金
〞
の
使
途
を
検
討
し

た
際
に
、
八
幡
平
の
頂
上
か
ら
十
和

田
湖
畔
の
休
屋
ま
で
の
約
一
〇
〇
㌔

を
花
で
つ
な
げ
た
い
と
い
う
発
案
を

基
に
、
毎
年
桜
と
ナ
ナ
カ
マ
ド
を
植

栽
し
て
き
ま
し
た
。
今
で
は
、
春
は

山
桜
、
秋
は
ナ
ナ
カ
マ
ド
の
赤
と
い

う
フ
ラ
ワ
ー
ロ
ー
ド
が
で
き
ま
す
。

ま
た
花
い
っ
ぱ
い
運
動
に
も
積
極
的

で
、
地
域
を
花
い
っ
ぱ
い
に
し
よ
う

と
が
ん
ば
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

花
づ
く
り
は
人
づ
く
り
と
い
っ
て

桜
と
地
域
づ
く
り
を
実
践
す
る

全
国
各
地
を
訪
れ
て
感
じ
る

こ
と
は
、
美
し
い
も
の
に
感
動
す
る

心
を
育
て
て
い
け
ば
本
物
を
見
抜
く

感
性
が
生
ま
れ
る
、こ
の
こ
と
が〝
ま

ち
づ
く
り
〞
に
と
っ
て
大
切
な
こ
と

で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
す
。

観
光
も
含
め
て
地
域
の
財
産
を
ど

う
し
て
い
く
の
か
、
地
域
の
人
た
ち

が
み
な
協
力
し
合
う
体
制
と
な
る
に

は
、
ま
ず
地
域
を
き
れ
い
に
し
な
い

と
い
け
な
い
ま
せ
ん
。
き
れ
い
に
す

る
と
い
う
こ
と
は
、
す
べ
て
に
気
を

つ
か
う
と
い
う
こ
と
の
原
点
に
な
り

ま
す
。
花
が
咲
い
て
い
て
も
草
が
生

い
茂
っ
て
い
た
り
、
川
が
汚
か
っ
た

り
す
る
と
花
の
本
来
の
美
し
さ
や
良

さ
が
で
て
き
ま
せ
ん
。
Ｅ
Ｍ
菌
を
使

い
、
生
ご
み
を
処
理
す
る
こ
と
で
、

良
い
肥
料
に
な
り
ま
す
。
米
の
と
ぎ

汁
で
Ｅ
Ｍ
菌
を
増
や
し
て
雑
排
水
を

流
す
こ
と
で
川
が
き
れ
い
に
な
る
。

私
た
ち
が
生
活
す
る
と
い
う
こ
と
が

積
極
的
に
環
境
を
き
れ
い
に
し
、
植

物
を
育
て
て
い
く
こ
と
に
つ
な
が
っ

て
い
く
こ
と
に
な
り
う
る
の
で
す
。

今
ま
で
厄
介
と
さ
れ
て
き
た
生

ご
み
処
理
や
水
処
理
が
生
産
力
に
な

り
、
環
境
を
良
く
す
る
こ
と
に
つ
な

が
る
。
今
ま
で
と
は
次
元
を
変
え
て

考
え
て
い
く
こ
と
で
、
生
活
を
よ
り

価
値
あ
る
も
の
に
仕
上
げ
て
い
く
こ

と
が
で
き
ま
す
。
自
分
た
ち
の
努
力

が
町
の
歴
史
を
つ
く
っ
て
い
く
、
確

か
な
手
ご
た
え
を
つ
か
む
こ
と
が
、

ポ
イ
ン
ト
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

日
本
は
今
、
高
齢
社
会
に
突
入
し

て
い
ま
す
。
私
た
ち
の
生
き
が
い
の

最
終
的
な
と
こ
ろ
に
は
社
会
の
た
め

に
何
か
を
残
し
た
い
と
い
う
こ
と
に

な
る
と
思
う
の
で
す
。
何
ら
か
の
形

で
社
会
に
役
に
立
ち
た
い
と
い
う
心

の
原
点
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
。
そ
の
力

が
、
次
に
生
ま
れ
て
く
る
人
た
ち
に

受
け
継
が
れ
て
い
く
の
で
す
。

（琉球大学教授）

8
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（井川町 産業課長）

（NPO 秋田県国際協力協議会理事長
・秋田バラ会会長）

も
、
ど
れ
か
一
つ
を
持
っ
て
い
る
人

は
た
く
さ
ん
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
を
生
か
し
て
、
ま

ち
づ
く
り
に
励
め
ば
鬼
に
金
棒
。

最
近
は
ど
こ
の
町
に
行
っ
て
も

「
予
算
が
な
い
」
と
い
う
声
が
聞
か

れ
ま
す
が
、
考
え
て
み
る
と
〝
ま
ち

づ
く
り
〞
と
い
う
の
は
行
政
が
主
体

で
や
る
も
の
で
は
な
く
、
住
民
意
識

の
盛
り
上
が
り
の
力
が
な
け
れ
ば
、

決
し
て
良
い
も
の
は
で
き
ま
せ
ん
。

こ
れ
か
ら
の
時
代
は
、
住
民
パ
ワ
ー

が
ど
れ
だ
け
発
揮
で
き
る
の
か
が
地

域
づ
く
り
に
か
か
っ
て
い
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

地
域
づ
く
り
に
は
「
バ
カ
者
」

「
若
者
」「
よ
そ
者
」
が
必
要

だ
と
い
う
話
が
あ
り
ま
す
。

「
バ
カ
者
」
と
い
う
の
は
、
徹
底

し
て
夢
中
に
な
れ
る
人
の
こ
と
、「
若

者
」と
は
歳
が
若
い
だ
け
で
は
な
く
、

年
齢
を
問
わ
ず
情
熱
を
持
っ
た
人
と

い
う
こ
と
、
ま
た
「
よ
そ
者
」
と
い

う
の
は
、
他
の
地
域
な
ど
の
状
態
や

情
報
を
た
く
さ
ん
持
っ
て
い
て
、
そ

の
時
代
の
認
識
や
情
勢
を
き
ち
ん
と

掌
握
し
て
こ
な
せ
る
人
と
い
う
こ
と

で
す
。

三
拍
子
揃
え
た
人
は
な
か
な
か

い
な
い
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
け
れ
ど

国
花
苑
は
小
学
校
に
隣
接
し
て

い
る
こ
と
も
あ
り
、
決
し
て

派
手
な
も
の
で
は
な
く
自
然
環
境
を

生
か
し
、
教
育
の
場
と
な
る
、
そ
ん

な
公
園
で
も
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
公
園
は
そ
こ
に
住
む
人
た

ち
だ
け
の
も
の
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
こ
を
訪
れ
る
人
と
の
交
流
の
場
で

も
あ
り
ま
す
。

公
園
を
ど
う
育
て
る
の
か
、
そ
こ

に
笑
顔
が
あ
ふ
れ
、
ふ
れ
あ
い
と
や

す
ら
ぎ
の
あ
る
、
そ
ん
な
姿
を
思
い

浮
か
べ
、〝
ま
ち
づ
く
り
〞を
展
開
し

て
き
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

例
え
規
模
は
小
さ
く
と
も
、
キ
ラ

リ
と
光
る
個
性
的
な
町
を
つ
く
る
に

は
、
人
と
ふ
れ
あ
う
と
い
う
形
の
中

で
文
化
を
つ
く
り
あ
げ
て
い
く
と
い

う
こ
と
が
第
一
だ
と
思
い
ま
す
。
町

で
は
「
美
し
い
ま
ち 

楽
し
い
ま
ち 

健
康
な
ま
ち
」
を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー

ズ
に
〝
ま
ち
づ
く
り
〞
を
進
め
て
い

ま
す
し
、も
ち
ろ
ん
個
人
々
々
が「
美

し
い
」「
楽
し
い
」
を
ど
う
と
ら
え

る
か
は
違
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

い
ず
れ
こ
う
し
た
町
民
一
人
ひ
と
り

の
思
い
が
集
積
さ
れ
て
、
新
た
な
ま

ち
づ
く
り
の
基
礎
と
な
っ
て
い
く
の

だ
ろ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。

こ
こ
に
住
む
人
た
ち
が
、
ど
う
い

う
も
の
を
望
む
か
と
い
う
こ
と
を
一

本
、
柱
を
持
っ
て
、
皆
が
協
力
し
合

っ
て
い
く
こ
と
は
、
言
わ
ば
町
民
と

行
政
が
一
体
と
な
る
こ
と
の
表
れ
で

す
。
そ
の
意
味
で
は
、
井
川
町
に
は

国
花
苑
で
し
た
し
、
今
後
の
課
題
と

な
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
含
め
、

こ
れ
か
ら
国
花
苑
を
ど
う
生
か
し
て

い
く
か
に
か
か
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
契
機
に
、

こ
の
後
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
な
げ
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
き
ま
す
。
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五
月
二
十
二
日
、
北
秋
田
市

「
浜
辺
の
歌
音
楽
館
」（
旧
森
吉

町
）
か
ら
日
本
国
花
苑
ま
で
の

四
十
二
・
一
九
五
㌔
を
歩
く
、
は
つ

ら
つ
歩
こ
う
会
も
、
今
回
で
十
四
回

目
を
数
え
ま
す
。
今
年
も
、
町
内
外

か
ら
エ
ン
ト
リ
ー
の
あ
っ
た
八
歳
か

ら
八
十
三
歳
ま
で
の
二
五
九
人
の
ウ

ォ
ー
カ
ー
が
健
脚
を
試
し
ま
し
た
。

明
け
方
か
ら
快
晴
に
恵
ま
れ
た
早

朝
六
時
三
〇
分
、
浜
辺
の
歌
音
楽
館

を
ス
タ
ー
ト
し
た
参
加
者
た
ち
は
、

秋
田
リ
ゾ
ー
ト
ラ
イ
ン
・
一
般
国
道

二
八
五
号
を
南
下
。
ゴ
ー
ル
・
国
花

苑
を
め
ざ
し
て
一
歩
一
歩
、
歩
を
進

め
ま
す
。
日
差
し
も
強
さ
を
増
し
て

気
温
も
ぐ
ん
ぐ
ん
上
が
り
、
疲
れ
を

見
せ
は
じ
め
た
参
加
者
の
体
力
を
一

層
奪
い
ま
す
。
こ
の
日
の
最
高
気
温

は
二
十
四
度
を
超
し
、
水
分
補
給
に

と
各
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
や
給
水
ポ

イ
ン
ト
も
大
賑
わ
い
を
み
せ
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
の
父
母
や
友
人
ら
が

待
つ
、
ゴ
ー
ル
・
国
花
苑
で
は
ウ
ォ

ー
カ
ー
た
ち
の
完
歩
の
笑
顔
に
大
き

な
拍
手
が
送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

最
初
に
ゴ
ー
ル
を
切
っ
た
北
秋
田

市
の
桜
庭
み
ち
え
さ
ん
の
到
着
時
間

は
午
後
十
二
時
十
三
分
。
最
終
の
ウ

ォ
ー
カ
ー
が
ゴ
ー
ル
に
到
着
し
た
の

は
午
後
六
時
で
し
た
。

参
加
二
五
九
人
中
、
ゴ
ー
ル
・
国

花
苑
に
は
二
一
三
人
が
到
達
（
完
歩

率
八
十
二
・
二
㌫
）。
ウ
ォ
ー
カ
ー
の

み
な
さ
ん
、ス
タ
ッ
フ
の
み
な
さ
ん
、

お
つ
か
れ
さ
ま
で
し
た
。

ス
タ
ー
ト
に
先
立
ち
行
な
わ
れ
た

開
会
式
で
は
、
六
人
に
一
〇
回
完
歩

の
表
彰
盾
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

【
一
〇
回
完
歩
賞
表
彰
者
】

桜
庭
み
ち
え
さ
ん
（
北
秋
田
市
）

福
重 

正
光
さ
ん
（
大
館
市
）

小
島 

良
雍
さ
ん
（
秋
田
市
）

安
田 

節
子
さ
ん
（
秋
田
市
）

太
田 

光
重
さ
ん
（
秋
田
市
）

中
津 

浄 

さ
ん 

（
仁
賀
保
町
）

健康づくりウォーク・秋田リゾートライン健康づくりウォーク・秋田リゾートライン

はつらつ歩こう会はつらつ歩こう会
―熱歩１２時間、２１３人が完歩―

10
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公民館だより�

TEL（874）4422　　有線4443

街 のいい顔のいい顔　　み～つけた！み～つけた！

いろんな世界が待ってるヨ！
公民館図書室

あちこちで美しい花が咲き誇り、緑の風は心をいやしてくれそう
です。みなさんお元気ですか？　それでは今月の本の紹介です。

１.恐竜の谷の大冒険　　２.女王フェテピのなぞ
３.アマゾン　大脱出　　４.マンモスとなぞの原始人
５.ＳＯＳ！海底探検

メアリー・ポープ・オズボーン／廣済堂
　以上、マジック＋ツリーハウスから５冊です。アメリカで
1500万部突破の大ベストセラーとなっています !!　お子さんの
朝読の時間で大人気！

ハウルの動く城１　魔法使いハウルと火の悪魔
 ダイアナ・ウイン・ジョーンズ／徳間書店
　呪いをかけられて90歳の老婆に変えられた18歳のソフィー
と、本気で人を愛することができない魔法使いハウルとの、ちょっ
と奇妙なラブストーリー。

ハウルの動く城2　アブダラと空飛ぶ絨毯
　若き絨毯商人アブダラは、ある日本物の空飛ぶ絨毯を手に入れ、
絨毯に導かれた夜の庭で迷の姫と恋に落ちた。ところが、姫を魔
神にさらわれ、アブダラは魔神の住むという空中へと旅立つが…。

もりのこえ 田代　千里／伊藤忠商事（株）
　「愛・地球博」（2005年 3月25日～9月25日愛知県にて開催）マス
コットキャラクターのモリゾー＆キッコロの物語（えほん）です。

ベランダでも楽しめる季節の寄せ植え 小黒　晃／学研
　初めてでも簡単！　ひと鉢でも華やかに空間を彩る。
　寄せ植えは魅力がいっぱいです !!

すぐに引けるやさしい手話の辞典 田中のり子／成美堂
　もっとも初歩的な単語から日常で使う言葉まで1700語を、手
話通訳士田中のり子が監修。

DASH村からワシが伝えたかったこと　三瓶明雄の知恵
 三瓶明雄・太田空真／日本テレビ放送
　野菜の育て方から五右衛門風呂の作り方まで、昔ながらの知恵
がギッシリ !!　DASH 村から産地直送でお届けです !!
＊日本テレビ系列で、日曜夜７時から放送中です。

教室・講座 開　催　日 備　　考

いかわキッズ・クラブ
4日（土）

18日（土）

リフレッシュ体操

ジャンボカボチャの苗植え

和太鼓サークル 11日、25日（土） 会場　日本国花苑ふれあい山荘

英 会 話 教 室 15日、29日（水） 会場　公民館

3 Ｂ 体 操 講 座 15日（水） 会場　公民館

教室・講座 開　催　日 備　　考

絵 手 紙 講 座 16日（木） 会場　公民館

高齢大学・大学院 23日（木） 移動研修

いきいき女性セミナー 22日（水） 会場　公民館

お 茶 を 楽 し む 28日（火） 会場　公民館

町　民　登　山
　初心者でも歩けるコースをトレッキング。可
憐な高山植物との出会いも楽しみです。
■日　時　６月２５日（土）  
　　　　　午前６時　公民館前発
■登る山　乳頭山
■参加費　一人　１, ０００円
■定　員　３０人（先着順）
■参加申込み受付開始
　　　６月10日 ( 金）会費を添えて公民館へ

―心と体をリフレッシュさせる体操―

　音楽に合わせて楽しく踊りましょう。
■日　時　６月４日（土）  
　　　　　午後１時30 分～３時30 分
■会　場　井川町民体育館
■内　容　今人気の「よさこい」を指導してい

ただきます。
■参　加　希望者は、直接町民体育館へ
■対　象　小学生と保護者、その他どなたでも

ホタル観察会
　井川の清流で、ゲンジホタルの飛び交う幻想
的な光景を楽しみませんか。
■日　時　６月28 日（火）  
■集　合　午後７時葹田コミュニティセンター

に集まり学習会
　　　　　その後、町のバスで井内地区へ
■内　容　ホタルについての学習と観賞
■参加費　無　料
■対　象　町内の親子
■参加申込み　6月 21日までに井川町公民館へ

リフレッシュ体操
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5/ ５

あこがれのプロ選手から指導を
プロ野球OB会少年野球教室

社団法人全国野球振興会・日本プロ野球
OBクラブが主催する「こどもの日 全国少年
野球教室」が井川町民球場で開催されました。
講師にプロ野球 OBの村田辰美氏（元近鉄）、
山内英雄氏（元横浜）、加藤俊夫氏（元日ハム）、
鮎川義文氏（元阪神）、小西秀朗氏（元ヤクル
ト）の５人を迎えて行われました。参加した
井川町スポ少、井川中野球部員は憧れのOB
選手から、手を取っての指導に感激の様子で
した。

〝さくら色〟の笑顔たちがいっぱい！

桜の咲くこの季節は、井川町も春の祭典。

国花苑や町内でも、春色の〝さくら〟に

負けない笑顔があふれていました。

▼

４月29 日／日本国花苑さくらまつり、大勢の観桜客でにぎわう

▼

５月１日　国花苑で〝石ころワークショップ〟
イメージしてるものは何かな？

▼５月 11 日／井川町老ク連と姉妹提携を結んでいる
西宮市老ク連が国花苑を訪問、「西宮権現平桜」の前で

▼５月５日／ワッショイ！ワッショイ！町内こどもまつり



1313

5/17

第 17回全県選抜少年野球井川大会

（井川町民球場）

優　勝 井川中学校

準優勝 能代第二中学校

 ３ 位 男鹿東中学校

 ４ 位 本荘北中学校

第 32回弘前さくらまつり少年すもう大会

（青森県武道館）

【中学生団体】

第３位 井川中学校

【中学生個人】

２年の部 ベスト８ 伊藤 勝貴（敢闘賞）

３年の部 ベスト８ 中道 健人（敢闘賞）

第 55回秋田県中学校選抜野球鷹巣大会

（北秋田市中央公園野球場）

優　勝 井川中学校

全県春季中学校体育大会・柔道大会

（秋田県立武道館）

【男子団体】ベスト８ 井川中学校

【女子団体】準優勝 井川中学校

泥んこまみれの笑顔で！
～井川小学習田で体験農業活動～

快晴に恵まれたこの日、井川小学校５年生
による田植え作業体験が行われました。
町農業委員会や井川町土地改良区などが主

催する〝水土里みどりネット井川〟事業の一環
で行われたこの田植え体験。子どもたちは「前
日からワクワクして待ち遠しかった。大切に
苗を植え、秋の収穫を楽しみにしたい」と泥
の感触に歓声をあげていました。

第34回剛柔会兼第19回会長杯

全県空手道選手権大会

（秋田市・秋田テルサ）

【総　合】

優 勝 井川町スポーツ少年団空手道

【形の部】

小学生１年 ４位 鷲谷 皆人（さくら）

小学生５年 ５位 鷲谷 直人（さくら）

中学生１年 ５位 菅生 亜紀（井 内）

【男子／組手の部】

小学生２年 ２位 菅生 大志（小今戸）

小学生３年 ２位 渡辺 郁也（街 道）

 〃 ３位 三浦祐太郎（街 道）

小学生４年 ３位  湊　豪実（坂 本）

小学生５年 １位 斎藤 嵩徳（赤 沢）

 〃 ２位 高松 裕貴（街 道）

中学生１年 ２位 中道 航太（今 戸）

中学生３年 ２位 伊藤 優貴（今 戸）

【女子／組手の部】

中学生1 ･ 2年 １位 菅生 亜紀（井 内）

中学生３年 ２位 菅生 真衣（井 内）

▽一般男子

【団体組手】 優勝　井川町体協

【個人組手】

 軽量級 ３位 伊藤 信一（赤 沢）

 中量級 １位 加藤 功大（今 戸）

◇８月 27日から千葉県・幕張メッセで
行なわれる全国大会へ出場します。

（１位・２位が出場権あり）

5/22

4/29

5/ ５

5/21

5/21・22

スポーツ
の

結果です

全県春季中学校体育大会・相撲大会

（秋田県立武道館）

【団体戦】　準優勝　井川中学校

【個人戦】

１年の部 優　勝 安田 　鯨

２年の部 優　勝 伊藤 勝貴

  ３　位 中道 裕樹

３年の部 ３　位 中道 健人

5/29
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児
童
虐
待
な
ど
に
関
す
る

児
童
相
談
窓
口
の
お
知
ら
せ

今
年
４
月
よ
り
法
律
の
一
部
改

正
に
伴
い
。
児
童
虐
待
の
通
告
先

と
し
て
、
新
に
町
役
場
が
加
わ
り

ま
し
た
。

児
童
へ
の
身
体
的
虐
待（
殴
る
・

蹴
る
・
踏
む
な
ど
）
心
理
的
虐
待

（
言
葉
の
暴
力
・
無
視
・
差
別
な

ど
）
保
護
者
の
怠
慢
と
拒
否
（
世

話
を
怠
っ
た
り
・
放
っ
て
お
く
）、

ま
た
障
害
児
や
非
行
な
ど
、
子
育

て
に
心
配
や
不
安
が
あ
り
ま
し
た

ら
、
一
人
で
悩
ま
ず
に
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　

役
場
町
民
課
ま
で

電
話
（
８
７
４
）
４
４
１
６

有
線　

４
４
４
１

児
童
手
当

児
童
手
当
制
度
は
、
児
童
を
養
育
し

て
い
る
方
に
手
当
を
支
給
す
る
こ
と

で
、
家
庭
に
お
け
る
生
活
の
安
定
と

次
代
の
社
会
を
担
う
児
童
の
健
全
な

育
成
お
よ
び
資
質
の
向
上
に
資
す
る

こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
で
す
。

□
支
給
さ
れ
る
児
童
手
当
は
生
ま
れ

た
日
の
翌
月
か
ら
、
９
歳
に
な
る

年
の
３
月
ま
で

（
小
学
校
３
学
年
修
了
前
ま
で
支
給
）

【
支
給
額
】

第
一
子
・
二
子 

５
、０
０
０
円

第
三
子
以
降 

１
０
、０
０
０
円

□
手
当
は
、
四
ヵ
月
分
を
年
三
回
に

分
け
て
支
給
さ
れ
ま
す
。

※
所
得
が
一
定
額
以
上
の
方
に
は
、

児
童
手
当
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

□
児
童
手
当
の
支
給
を
受
け
る
に

は
、
養
育
者
か
ら
の
申
請
が
必
要

で
す
。
申
請
は
役
場
町
民
課
へ
認

定
請
求
書
を
提
出
し
て
下
さ
い
。

（
公
務
員
は
勤
務
先
へ
提
出
）

現
況
届
け
の
提
出
は
お
早
め
に

児
童
手
当
を
受
け
て
い
る
方
は
、

毎
年
６
月
に
「
現
況
届
」
を
提
出
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

現
況
届
は
毎
年
６
月
１
日
に
お
け

る
状
況
を
記
載
し
、
手
当
を
引
き
続

き
受
け
る
要
件
が
あ
る
か
ど
う
か
を

確
認
す
る
た
め
も
の
で
す
。
出
が
な

い
と
、
６
月
分
以
降
の
手
当
が
受
け

ら
れ
な
く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の

で
、
ご
注
意
下
さ
い
。

通
知
は
５
月
下
旬
に
郵
送
し
ま
し

た
の
で
、
６
月
24
日
ま
で
に
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

役
場
町
民
課
ま
で

電
話
（
８
７
４
）
４
４
１
６

有
線　

４
４
４
１

五
月
二
十
五
日
、
井
川
町
議
会
臨

時
議
会
が
開
か
れ
、
平
成
十
七
年
度

国
保
税
の
税
率
が
決
ま
り
ま
し
た
。

課
税
対
象
の
み
な
さ
ん
に
は
、
間
も

な
く
納
税
通
知
書
を
お
届
け
い
た
し

ま
す
の
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

国
保
税
に
は
、
町
が
医
療
機
関
等

に
支
払
う
た
め
の
「
医
療
分
」
と
、

介
護
保
険
制
度
に
納
め
る
た
め
に

四
十
歳
か
ら
六
十
五
歳
ま
で
の
国
保

加
入
者
か
ら
税
と
し
て
集
め
る
「
介

護
分
」
が
あ
り
ま
す
。

「
医
療
分
」・「
介
護
分
」
と
も
税
額

を
定
め
る
た
め
に
四
種
類
の
計
算
方

法
に
よ
り
算
出
し
、
納
め
て
い
た
だ

く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

四
種
類
の
方
法
と
は
、

①
「
所
得
割
額
」
は
国
保
加
入
者
の

所
得
合
算
額
に
税
率
を
乗
ず
る

②
「
資
産
税
割
額
」
は
国
保
加
入
者

の
固
定
資
産
税
の
合
計
額
に
税
率

を
乗
ず
る

③
「
均
等
割
額
」
は
国
保
加
入
者
の

人
数
に
税
率
を
乗
ず
る

④
「
平
等
割
額
」
は
一
世
帯
当
り
の

税
率
を
乗
ず
る

こ
の
①
か
ら
④
ま
で
の
税
額
を
合
算

し
た
額
を
端
数
等
の
整
理
を
し
て
、

各
世
帯
主
の
方
に
お
知
ら
せ
し
て
い

ま
す
。

医
療
分
の
所
得
割
額
の
税
率
は

八
・
六
五
㌫
か
ら
九
・
八
〇
㌫
に
、

資
産
税
割
額
の
税
率
は
三
八
・
〇

〇
㌫
か
ら
三
九
・
九
〇
㌫
に
、
均

等
割
額
は
二
万
三
、
〇
〇
〇
円
か

ら
二
万
四
、
二
〇
〇
円
に
、
平
等

割
額
は
三
万
三
、
〇
〇
〇
円
か
ら

三
万
四
、六
〇
〇
円
に
改
め
ら
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
介
護
分
に
つ
い
て

は
、
所
得
割
額
の
税
率
は
一
・
一
三

㌫
か
ら
一
・
八
〇
㌫
に
、
資
産
税
割

額
は
六
・
八
二
㌫
か
ら
一
〇
・
五
〇

㌫
に
、
均
等
割
額
は
六
、六
〇
〇
円

か
ら
一
万
五
〇
〇
円
に
、
平
等
割
額

改
定
さ
れ
る
国
保
税
の
内
訳

国
保
税
の
税
率
が
決
ま
り
ま
し
た
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収集対象町内 受付時間 搬入場所

大　台   7：00 ～  7：10 大台生活改善センター前

井　内・仲　台   7：15 ～  7：25 三 浦 美 作 さ ん 宅 前

綱木沢・赤　沢   7：35 ～  7：45 斎藤祐治さん宅前町道

大　麦・寺　沢
葹　田・館　岡

  7：35 ～  7：45 コミュニティセンター前

宇治木・小　泉
新　間

  7：55 ～  8：05 大 山 木 材 前

八　幡・大　倉
保野子・上　村
坂　本・大野地
横　岡

  8：15 ～  8：30 町 民 体 育 館 駐 車 場

街　道・小竹花
中下村

  8：40 ～  8：55 役 場 北 側 駐 車 場

田　中
羽　立

  9：10 ～  9：25 浜井川地区集会所前

新屋敷・さくら   9：35 ～  9：45 浜井川踏切脇（さくら団地北側）

小今戸   9：55 ～ 10：05 小 今 戸 分 館 前

今　戸 10：15 ～ 10：25 今 戸 グ ラ ウ ン ド

海老沢 10：35 ～ 10：45 ＪＡカントリー駐車場

※収集対象町内を指定しておりますが、搬入はいずれの場所
でも受付しますので、都合に合った場所へ搬入ください。

□収集対象品目と収集手数料

収集手数料　５００円

バイク、スチール製机、石油ボイラー、

石油ホームタンク、コンポなど

収集手数料　１００円

小型石油ストーブ、ガステーブル、

自転車、三輪車、乳母車、扇風機など

■家電リサイクル法の施行により、テレビ・
冷蔵庫・エアコン・洗濯機は、町では収集
しませんのでご注意ください。

■農機具・古タイヤ・バッテリーは受け付け
しません。

■高齢者の方など、搬送できない方はご連絡
ください。

■収集日以外でも、清掃センターにて受付し
ます。（要電話連絡）

【問い合わせ】役場町民課 有線４４４１

 清掃センター 有線３６００

ちょっと、教えて！

は
五
、一
〇
〇
円
か
ら
八
、一
〇
〇
円

に
改
め
ら
れ
ま
し
た
。

総
じ
て
「
医
療
分
」・「
介
護
分
」

と
も
に
税
率
を
引
き
上
げ
て
お
り
ま

す
が
、
そ
の
主
な
要
因
は
課
税
の
根

拠
と
な
る
所
得
が
大
幅
に
減
少
し
た

こ
と
に
あ
り
ま
す
。
特
に
①
農
業
に

お
け
る
低
温
障
害
、
台
風
塩
害
と
米

価
の
下
落　

②
賃
金
収
入
の
単
価
、

日
数
の
減
等
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

ま
た
「
医
療
分
」
で
は
医
療
機
関

等
に
支
払
う
保
険
給
付
金
が
前
年
度

比
で
九
・
六
㌫
の
増
、「
介
護
分
」
に

つ
い
て
も
介
護
給
付
金
が
二
一
・
七

㌫
増
え
て
い
る
こ
と
が
起
因
と
な
っ

て
い
る
の
で
す
。

し
か
し
、
今
回
の
改
定
に
よ
り
、

「
医
療
分
」
の
税
額
は
加
入
世
帯
平

均
で
十
一
万
八
、一
九
七
円
と
な
り

昨
年
と
比
べ
て
約
四
、六
〇
〇
円
程

下
が
り
ま
す
。
こ
れ
は
課
税
所
得
が

下
が
っ
た
た
め
で
、
加
入
世
帯
全
体

で
下
が
っ
た
分
に
見
合
う
額
を
昨
年

度
か
ら
の
繰
越
金
の
う
ち
一
、四
〇

〇
万
円
余
り
を
追
加
充
当
補
正
し
ま

し
た
。
ま
た
「
介
護
分
」
の
税
額
は
、

介
護
保
険
制
度
を
運
営
す
る
介
護
納

付
金
の
内
の
税
収
分
を
確
保
す
る
た

め
、
加
入
世
帯
平
均
で
三
万
五
二
九

円
で
、
昨
年
よ
り
約
七
、四
〇
〇
円

程
上
が
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

国
保
税
は
国
保
加
入
者
の「
医
療
」

と
「
介
護
」
を
支
え
る
た
め
の
大
切

な
税
で
す
。
少
子
高
齢
社
会
を
む
か

え
、
今
ま
で
以
上
に
収
入
と
支
出
の

バ
ラ
ン
ス
が
大
き
な
課
題
と
な
っ
て

い
ま
す
。
み
な
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

町
で
は
、住
民
税
（
町
・
県
民
税
）、

固
定
資
産
税
、
軽
自
動
車
税
、
国
民

健
康
保
険
税
を
一
緒
に
納
め
て
い
た

だ
く
集
合
徴
収
方
式
で
、
町
税
等
の

額
を
お
知
ら
せ
し
て
お
り
ま
す
。

納
付
は
一
年
分
を
六
期
に
分
け

て
、
六
月
か
ら
十
一
月
ま
で
の
期
間

に
納
め
て
い
た
だ
き
ま
す
。
期
間
内

納
付
を
し
ま
し
ょ
う
。

第
一
期
納
付
期
間
内
に
年
税
額
を

全
額
納
付
さ
れ
た
方
に
は
前
納
報
奨

金
制
度
が
あ
り
ま
す
。報
奨
金
は
町
・

県
民
税
、
固
定
資
産
税
に
対
し
て
交

付
さ
れ
ま
す
。

六
月
十
五
日
（
水
）
ま
で
に
前
納

さ
れ
た
方
に
は
、
年
税
額
に
対
し
て

約
二
・
五
㌫
、
第
一
期
納
付
期
限
の

六
月
三
十
日
（
木
）
ま
で
に
前
納
さ

れ
た
方
に
約
一
・
六
六
㌫
の
前
納
報

奨
金
が
交
付
さ
れ
ま
す
。

◇
税
金
に
つ
い
て
の
相
談
や
、
問
い

合
わ
せ
は
、
役
場
税
務
課
ま
で

電
話
（
８
７
４
）
４
４
１
４

有
線　

４
５
０
０

前
納
報
奨
金
制
度
が
あ
り
ま
す

６
月
は
町
税
の
第
一
納
付
月
で
す

◇　

◇　

◇　

◇　

◇
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井川町役場　0018-874-4411
ＵＲＬ http://www.town.ikawa.akita.jp/
E-mail jouhou@town.ikawa.akita.jp

八郎湖の景観や資源は周辺に住む
私たち共有の財産です。お子さん、
家族の方や、近所誘い合って八郎湖
クリーンアップに参加して下さい。

□日 時　６月５日（日）
午前５時から６時まで

□場 所　井川河口付近および
井川地内八郎湖岸

※右図の作業区域で町内毎に作業し、清

掃によって出された空き缶、ビン類、

木くずおよび紙くず等をごみ袋に入

れ、指定箇所にまとめて下さい。ごみ

袋は当日配布します。

【問い合わせ】役場町民課まで
電 話（８７４）４４１６

有 線　４４４１

宇治木�
　小泉�
　　新間�

今戸�
　小竹花�
　　中下村　　上村�

海老沢�
　街道�
　　小今戸�

井　川　河　口�

八
　
郎
　
潟
　
調
　
整
　
池�

新屋敷・さくら�
　田中�
　　羽立�

坂本�
横岡�
大野地　　八幡�
赤沢　　大倉　　保野子�

大台�
井内�
仲台　　大麦�
寺沢　　綱木沢�
葹田　　館岡�

第一班�

第二班�

第三班�

第四班�

第五班�

第六班�

仙台国税局ではバイタリティあふれ
る職員を募集します。税務職員は国の
財政を支える重要な仕事を担います。
□受験資格
昭和60年４月２日から昭和63年４
月１日までに生まれた方
□受験申込み受付
６月21日（火）～６月28日（火）
□受験申込書の請求先
最寄りの税務署、仙台国税局人事第
二課、または人事院東北事務所
◇問い合わせ
人事院東北事務局
電話０２２（２２１）２０２２
仙台国税局人事第二課
電話０２２（２６３）１１１１

ハローワークプラザアトリオンでは、
平日の日中にご利用できない方のため、
土曜日の開庁と、平日の利用時間延長
を行なっています。
〔利用時間〕

①月～金曜日　9：00～18：30
②土曜日 10：00～17：00

「専門スタッフによる職業相談・紹介」、
「求人情報の提供」等を行なっています
のでご利用ください。
◇問い合わせ
ハローワークプラザアトリオン
（秋田市中通・アトリオン３Ｆ）
電話（８３６）７８２０

来春の高卒者を対象とした学卒求人
の受付が６月20日より開始されます。
企業の将来を担うフレッシュで優秀

な人材の確保と若者の地元定着による
活力あるふるさとづくりのため、学卒
求人の早期提出をお願いします。
◇問い合わせ
ハローワーク秋田
電話（８６４）４１１１

秋田わか杉国体実行委員会・全国障
害者スポーツ大会秋田県実行委員会で
は、平成19年に開催される第62回国
民体育大会秋田わか杉国体・第７回全
国障害者スポーツ大会秋田わか杉大会
の公式ポスター等のデザインを募集し
ます。応募の締め切りは、７月29日（金）
当日必着。
◇問い合わせ
秋田県国体・障害者スポーツ大会局

大会総務課広報班まで
電話（８６０）５２０８

ホームページアドレス
http://www.pref.akita.jp/kokutai/

性別によらない、個々人の意欲・能
力が発揮できる職場づくりについて考
えてみませんか？
◇男女雇用機会均等セミナー
日時　６月16日（木）13：30～16：00
会場　ホテルメトロポリタン秋田
内容　基調講演

「経営戦略としての女性活躍推進」
帝人クリエイティブスタッフ㈱
人材開発部 女性活躍推進室長

黒瀬 友佳子さん
説明  「次世代法に基づく行動計画の策定並

びに改正育児・介護休業法について」
秋田労働局雇用均等室

◇問い合わせ
秋田労働局雇用均等室
電話（８６２）６６８４

職員採用試験
仙台国税局税務職員（高校卒業程度）

ハローワークからのお知らせ
お仕事探しが便利になりました

事業主のみなさまへ

秋田わか杉国体等
公式ポスターデザイン募集

秋田労働局からのお知らせ
6月は「男女雇用機会均等月間」です

八郎湖岸クリーンアップ八郎湖岸クリーンアップ
に参加しよう！
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テレフォンカードが当たる

広報クイズ　No.154

◆今月の問題
(1) 町長が各地域へ出向き、意見を交わす会を
「○○○○○懇談会」と言います。

　　○に入る５文字を埋めてください。
(2) 井川町発足 50周年記念式典が開催されま

したが、特別功労章・井川町功労章を受章
された方は合わせて何人ですか？

(3)第14回目の開催となる、はつらつ歩こう会。
今回の完歩者は何人でしたか？

◆応募の方法
ハガキにクイズの答え、住所、氏名、年齢、
町内の方は世帯主名を記入してください。
たくさんの応募をお待ちしております。

◆あて先
〒018-1596　井川町北川尻字海老沢樋ノ口78-1

井川町役場情報課　広報係まで

◆しめきり
６月20日 ( 月 ) 当日消印有効

クイズの正解者の中から抽選で３人にテレ
フォンカードをプレゼント。前回の答えは、
(1)200種類、(2)50 周年、(3)5 月 26日か
らでした。抽選の結果、伊藤洋子さん（横岡）、
京谷明日香さん（街道）にテレフォンカード
をお送りします。

広報クイズ　No.166

の
　５　日 O

　８　日 R

　９　日 S

10日 T

11日 U

18日 U・19日 O

21日 Q～ 30日 S

25日 U

28日 Q

　３　日 O

八郎湖岸クリーンアップ

納税組合長会議（会場：役場大会議室）

特別養護老人ホームさくら苑
５周年記念式典

こどもセンターなべっこ遠足
（日本国花苑）

桐ヶ丘療護園運動会

第６回桜の森彫刻コンクール審査会

まちづくり懇談会

町民登山（乳頭山）

ホタル観察会
（集合：葹田コミュニティセンター）

小型ポンプ操法並びに規律訓練大会
（会場：浜井川地区運動広場）

６月

保健だより● 6月分

私たちの生活の中では、毎日のように「地球温暖化」と

いった言葉を耳にします。

町では〝楽しみながら行なう環境にやさしい生活〟をめざ

して「夜間塾」を開講します。例えば、ホタルの乱舞を観

察しながら虫の生息環境を知るなど、楽しみながら省エネ

やごみ減量を一緒に考えてみませんか。

開催は月１回程度で、６月から 11月まで

の開催を計画しています。参加は無料、町民

誰でも参加できます。参加を希望される方は、

6月10日までに町民課へ申し込みください。

（井川町役場町民課　有線４４１１）

健康相談・母子健康手帳交付・わいわい広場
月　日 健 診 名 内　　　　容 時間・会場

6月  6 日
20 日

健康相談 健康・栄養・睡眠に関する相談
9：00 ～ 17：00
健康センター母子健康

手帳交付
母子健康手帳・妊婦健康診査受診票交付
保健指導、栄養指導

毎週月曜日
※祝日は除く

わいわい
広 場

乳幼児・親等が対象。みんなで遊び、
情報交換、相談 (育児、栄養等 ) もできます

9：30 ～ 11：00
健康センター等

1 歳 6 ヵ月児健診・2 歳児歯科検診
月　日 健 診 名 対　象　者 内　　容 受付時間・会場

6 月 14 日
（火）

1歳６ヵ月児
健 診 H15年9月～11月生

身体計測、保健指導
内科診察、栄養指導

13：00 ～ 13：30
健康センター

2 歳 児
歯科検診

H15年1月～3月生 歯科検診
12：30 ～ 13：00
健康センター

すくすく学級・乳児健診
月　日 健 診 名 対　象　者 内　　容 受付時間・会場

6 月 28 日
（火）

すくすく
学 級 H17年3月生まれ

身体計測、保健指導
離乳食について

9：30 ～ 9：45
健康センター

乳児健診
Ｈ16年11月､8月、6月
Ｈ17年2月生まれ

身体計測、保健指導
内科診察、栄養指導

13：00 ～ 13：30
健康センター

○健診の時は、問診票、母子健康手帳、バスタオルをお忘れなく。
○７ヶ月児は離乳食指導がありますので、１時までに受付を済ませてください。

予防接種
月　日 対　象　者 受付時間・会場

6 月  9 日
（木）

三 種 混 合
予 防 接 種

１期初回　Ｈ16年6月7日～Ｈ17年3月10日生
および７歳6ヵ月未満で未実施の子

１期追加　１期初回 (3 回 )終了後 1 年を経た子

13：30 ～ 14：00
井川町診療所

6 月 16 日
（木）

ポ リ オ
生ワクチン投与

Ｈ15年12月14日～Ｈ17年3月17日生
および７歳 6ヵ月未満で未実施の子

13：30 ～ 14：00
井川町診療所

6 月 29 日
（水）

BCG 接 種 Ｈ16年12月27日～Ｈ17年3月30日生
13：30 ～ 14：00
井川町診療所

子宮がん・乳がん検診の予約
対象：元号（昭和）の奇数年生まれの方

医療機関 実施日及び受付時間 予約受付先

湖 東 総 合 病 院 で
検診を希望する方

月～土　9 時～ 11 時（第２・４土曜日を除く）
木～金　9 時～ 11 時、13 時～ 14 時 30 分

病院･福祉活動室
電話875-2100

秋田組合総合病院で
検診を希望する方

毎週金曜日
（7月受診希望の方は、6 月 15 日までに連絡）

町健康センター
電話874-3300

千葉医院で検診を希望
する方（子宮がんのみ）

月～土　9 時～ 11 時
月～金　14 時～ 16 時

千葉医院
電話875-5360

食生活改善推進員養成講座
月　日 内　　　容 受付時間・会場

6 月１7 日
（金）

・レクダンス
・講話「暮らしの中の保健・環境衛生」

9：30 ～ 12：00
健康センター
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秋田商業高校
合気道部

三浦多佳子さん（3年・田中）・右

菅生　萌子さん（2年・大麦）・左

このコーナーは、毎週水曜日、有線放送の定時放送
で放送されます。ひとくち英会話のテキストとして
ご利用ください。

173

Dialogue 9 : Introductions
紹　介

At a party
（パーティで）
Sawyer: Hello, Karen. I'd like you to meet my bro-
ther, Sam.
ソウヤ：（やあ、カレン。弟のサムを紹介するよ。）
Karen: Hello, Sam. How do you do. I'm Karen 

Windecker. Pleased to meet you.
カレン：（こんにちわサム。はじめまして。私はカレン・ウィンデッ

ガーといいます。よろしくね）
Sam: How do you do, Karen? Sam Brown. Pleas-

ed to meet you too.
サム：（はじめまして、カレン。サム・ブラウンです。こちらこそ

よろしく。）
Karen: What  is yor job, Sam?

（サム、仕事は何をしているの？）
Sam: I'm a dentist. How about you, Karen?

（歯医者をしています。カレン、君は仕事は何なの？）
Karen: I'm a Science teacher at the high school. I 

teach 3rd and 4th grade Chemistry.
（私は高校で理科を教えています。3年生と 4年生に化学
を教えている。）

Sam:I see. How do you know my brother, Sawyer?
（なるほど、それで兄のソウヤとはどうやって知り合ったの？）

Karen: I met him in university. We took some sci-
ence classes together. We often stayed up 
late together to study for exams!
（大学で出会ったの。一緒の理科の授業をいくつか取ってい
たの。試験勉強のために一緒によく遅くまで起きていたの。）

Sam:Of course! He always studied hard. Well, it 
was nice to meet you.
（そうなんだ。兄はいつも一生懸命勉強していたんだ。君
と出会えてよかったよ。）

Karen: Nice to meet you too.
（こちらこそ。）

石澤雄太さん ( 街道 )

バスケットボールで強
いトヨタ自動車に入り、
新人王をとりたい

伊藤清志朗さん (今戸)

伝記になるような有名
な人になりたいです

遠藤亜弥さん ( 今戸 )

デザイナーになって、
いろんな人にステキな
服を作ってあげたい

伊藤有希さん (海老沢 )

介護士になって体の不
自由な方々のお世話を
したい

伊藤美穂子さん ( 街道 )

手話を覚えて、話せな
い子どもたちに教えて
あげたいです

技
一
つ
に
し
て
も
身
長
差
な
ど
体
型
の
違
い

で
か
け
方
を
変
え
た
り
、
木
剣
を
持
っ
た
相
手

に
か
け
る
技
、
座
っ
た
姿
勢
か
ら
か
け
る
技
な

ど
多
彩
。
動
作
を
習
得
し
、
技
の
特
性
を
だ
せ

て
い
る
か
を
披
露
す
る
の
が
、
合
気
道
の
大
会

と
な
る
演
武
会
。「
合
気
道
は
対
戦
で
は
な
く
、

演
武
で
あ
り
、
相
手
と
の
勝
ち
負
け
を
決
め
る

と
い
う
概
念
で
は
無
い
こ
と
。
護
身
術
的
な
面

も
あ
り
、
自
分
を
鍛
え
る
に
は
、
す
ば
ら
し
い

武
道
」
と
魅
力
を
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。

合
気
道
は
勝
敗
で
順
位
を
つ
け
な
い
代
わ
り

に
、
賞
が
与
え
ら
れ
る
と
の
こ
と
。「
た
だ
相
手

を
倒
す
こ
と
を
競
う
の
で
は
な
く
、
自
分
の
技

を
磨
き
、
精
神
を
鍛
え
る
こ
と
で
自
ら
を
高
め

て
い
く
努
力
が
必
要
と
さ
れ
る
と
こ
ろ
が
合
気

道
の
難
し
さ
」
と
話
す
の
は
一
学
年
後
輩
の
菅

生
萌
子
さ
ん
。「
部
活
見
学
で
多
佳
子
先
輩
た
ち

の
演
武
を
見
て
、
あ
こ
が
れ
て
入
部
し
ま
し
た
」

と
笑
顔
で
答
え
て
く
れ
ま
し
た
。

合
気
道
を
多
く
の
人
に
知
っ
て
も
ら
い
た
い

と
、
初
段
を
め
ざ
し
奮
闘
中
の
二
人
で
し
た
。

袴
姿
で
次
々
と
技
を
繰
り
出
し
て
い
く
様
が

格
好
良
く
て
、
と
話
す
の
は
三
浦
多
佳
子
さ
ん
。

県
内
高
校
で
は
部
活
と
し
て
合
気
道
が
あ
る
の

は
、
こ
こ
秋
商
高
校
だ
け
。「
馴
染
み
の
な
い
武

道
で
し
た
が
、
い
ざ
取
り
組
ん
で
み
る
と
、
何

千
種
と
あ
る
技
の
種
類
や
動
作
の
基
本
な
ど
奥

の
深
さ
を
知
り
ま
し
た
。
基
本
の
技
を
し
っ
か

り
固
め
、
ま
だ
覚
え
て
い
な
い
技
に
挑
戦
し
た

い
」
と
目
標
を
語
る
三
浦
さ
ん
。
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みんなのひろば

畑
す
み
に
採
れ
た
る
ウ
ド
と
タ
ラ
の
芽
の
香
り
楽
し
み
ひ
と
時
過
ご
す 

児
玉
千
代
子

車
庫
の
巣
に
番

つ
が
い

の
つ
ば
め
寄
り
添
う
夜
雨
戸
を
少
し
開
け
て
も
ど
り
ぬ 

伊
藤
ミ
ヤ
子

寒
き
風
吹
く
春
な
れ
ば
貯
水
池
に
餌
待
つ
鷺
も
片
脚
に
立
つ 

小
林　

喜
作

返
事
な
き
我
が
子
に
便
り
書
き
続
け
供
え
て
祈
れ
ば
心
安
ら
ぐ 

鈴
木
ヒ
ロ
子

国
花
苑
を
車
椅
子
の
夫
と
巡
り
た
れ
ば
広
き
肩
に
乗
る
花
び
ら
一
つ 

遠
藤
恵
美
子

空
青
く
せ
せ
ら
ぎ
の
音
さ
ら
さ
ら
と
流
れ
の
中
に
水
芭
蕉
咲
く 

伊
藤　

陽
子

街
は
今
桜
の
花
の
さ
か
り
に
て
往
く
人
来
る
人
顔
の
明
る
し 

伊
藤
千
代
美

防
災
の
サ
イ
レ
ン
に
重
な
り
雷
の
轟
く
音
に
怯
ゆ
る
幼 

小
林　

タ
ミ

母
の
日
を
寿
ぐ
息

こ
子
の
妻
厨
辺
に
飾
る
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
朱
色
鮮
や
か 

鈴
木　

鉱
造

八
重
桜
零
る
る
ば
か
り
の
花
摘
み
て
酢
漬
け
砂
糖
漬
け
思
う
ま
ま
に
す 

工
藤　

美
穂

春
来
た
り
庭
に
鴬
梅
咲
き
て
長
閑
か
な
ひ
と
時
心
や
す
ら
ぐ 

渡
部　

光
造

す
ら
す
ら
と
芸
能
人
の
名
を
言
え
り
健
康
食
品
の
効
き
て
来
た
る
や 

す
ず
き
い
さ
む

松
田　
陽ひ

な奈
ち
ゃ
ん
（
一
歳
）

　
　
　

葉は

な奈
ち
ゃ
ん
（
四
歳
）

陽奈も１歳になり、歩きはじめ

ました。

葉奈お姉ちゃんと一緒に

散歩に行く日も、もう少しだね！

わが家の二人のアイドル、

いつまでも仲良く成長してね！

父
・
智　

寛
さ
ん

新
屋
敷
町
内　

母
・
亜　

樹
さ
ん

「 趣 味 と 仲 間 」

伊藤　満洲雄
（街　道）

野
山
の
新
緑
が
美
し
い
季
節
に
な
る

と
、
海
の
水
も
徐
々
に
上
昇
し
て
、
い

よ
い
よ
季
節
到
来
で
す
。

私
は
こ
れ
ま
で
様
々
な
趣
味
を
経
験

し
て
き
ま
し
た
が
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
現

役
を
退
い
た
現
在
、
残
っ
て
い
る
も
の

は〝
山
菜
取
り
を
し
な
が
ら
山
野
草
を

探
し
歩
く
〞こ
と
と〝
船
で
の
海
釣
り
〞

で
す
。
私
に
と
っ
て
ど
ち
ら
の
趣
味

も
、
趣
味
と
実
益
を
兼
ね
な
が
ら
の
体

力
づ
く
り
が
大
き
な
目
的
と
な
っ
て
い

ま
す
。

山
菜
取
り
は
幼
い
頃
よ
り
親
し
ん
で

き
た
も
の
で
す
が
、
山
野
草
を
教
え
て

も
ら
っ
た
の
は
ご
く
最
近
の
こ
と
で
、

山
深
い
森
林
の
中
で
色
鮮
や
か
に
咲
い

て
い
る
山
野
草
を
見
た
時
に
は
一
気
に

疲
れ
が
吹
き
飛
ん
で
し
ま
う
の
で
す
。

一
方
、
船
釣
り
を
始
め
た
の
は
昭
和

四
十
八
年
の
こ
と
。
勤
務
先
で
取
引
の

あ
っ
た
社
長
さ
ん
に
誘
わ
れ
、
男
鹿
の

北
浦
へ
鯛
釣
り
に
出
か
け
た
時
、
道
具

も
借
り
物
で
あ
っ
た
私
に
だ
け
二
十
五

㌢
程
の
鯛
が
釣
れ
た
の
が
、
夢
中
に
な

っ
た
き
っ
か
け
。以
来
、今
日
ま
で
方
々

で
仲
間
が
増
え
つ
づ
け
て
い
ま
す
。
今

シ
ー
ズ
ン
か
ら
は
「
井
川
鱗
友
会
」
へ

も
加
入
し
て
い
ま
す
。

今
年
の
釣
り
シ
ー
ズ
ン
は
、
例
年
よ

り
早
め
の
ス
タ
ー
ト
と
な
っ
て
い
ま
す

が
、
釣
果
も
上
々
で
、
特
に
今
年
初
め

て
参
加
し
た
全
県
ア
イ
ナ
メ
釣
り
大
会

で
は
百
五
十
五
人
中
、
十
七
位
に
入
賞

し
ま
し
た
（
三
十
位
ま
で
が
入
賞
）。

今
後
、
ど
ん
な
仲
間
と
、
ど
ん
な
場

所
で
、ど
ん
な
魚
を
釣
り
上
げ
る
の
か
、

楽
し
み
は
尽
き
ま
せ
ん
。
皆
さ
ん
の
趣

味
が
、
人
生
の
良
き
友
と
し
て
多
く
の

仲
間
た
ち
と
出
会
い
、
共
に
益
々
花
開

く
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。
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小　

泉

～町内だより�
〈25〉�

小
泉
町
内
は
泉
岳
地
区
の
中
心
に
位
置

し
、
戸
数
四
十
八
戸
の
町
内
で
す
。
平
成

十
四
年
に
公
民
館
分
館
が
新
築
さ
れ
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
拠
点
と
し
て
利
用
さ

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
ほ
場
整
備
事
業
に

よ
り
、
町
内
道
路
が
拡
張
・
舗
装
さ
れ
、

素
晴
ら
し
い
田
園
風
景
に
生
ま
れ
変
わ

り
、
車
の
往
来
も
不
便
が
な
く
な
り
ま
し

た
。町

内
に
は
曹
洞
宗
の
乗
江
院
が
あ
り
、

多
く
の
檀
家
を
抱
え
、
春
と
秋
の
彼
岸
の

頃
に
は
た
く
さ
ん
の
人
々
が
墓
参
り
に
訪

れ
ま
す
。
ま
た
乗
江
院
の
裏
山
に
は
唐
松

神
社
が
あ
り
、
山
の
頂
上
か
ら
は
寒
風
山

や
八
郎
湖
が
一
望
で
き
ま
す
。

五
月
五
日
の
北
野
神
社
の
お
祭
り
に

は
、
子
供
育
成
会
の
尽
力
に
よ
り
、
子
供

た
ち
の
健
や
か
な
成
長
を
願
い
、
神
輿
を

か
つ
い
で
町
内
を
練
り
歩
き
ま
す
。
こ
の

日
は
町
内
の
方
々
も
子
供
た
ち
と
接
す
る

良
い
機
会
と
な
っ
て
い
ま
す
。

六
月
の
第
一
日
曜
日
は
、
二
年
に
一
度

の〝
さ
な
ぶ
り
〞を
兼
ね
た
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ

ル
フ
大
会
を
開
催
し
ま
す
。
大
会
に
は
大

勢
の
方
が
参
加
し
、
町
内
交
流
の
絶
好
の

場
で
も
あ
り
、
競
技
終
了
後
は
懇
親
会
で

盃
を
酌
み
交
わ
し
な
が
ら
の
バ
ー
ベ
キ
ュ

ー
で
親
睦
を
深
め
て
い
ま
す
。

八
月
は
、
盆
踊
り
大
会
。
皆
で
思
い
思

い
の
衣
装
で
踊
り
、
お
盆
で
帰
省
し
た
人

も
踊
り
の
輪
に
入
り
老
若
男
女
、
夜
が
更

け
る
ま
で
笑
顔
が
絶
え
ま
せ
ん
。

こ
の
よ
う
な
町
内
行
事
を
通
し
て
、
こ

れ
か
ら
も
町
内
、
泉
岳
地
区
の
親
睦
を
図

り
住
民
一
人
ひ
と
り
が
共
に
支
え
合
い
、

人
に
優
し
い
町
内
で
あ
る
よ
う
に
と
願
っ

て
い
ま
す
。

（
小
泉
町
内
会
長　

伊
藤
次
男
さ
ん
）

泉
岳
地
区
の
親
睦
を
図
り
、

人
に
優
し
い
町
内
で
あ
る
よ
う
に

▼
広
報
い
か
わ
を
担
当
し
て
、
こ
の
時
期
な
ら

で
は
の
楽
し
み
が
あ
り
ま
す
。
夏
の
訪
れ
を
目

前
に
全
県
総
体
を
メ
イ
ン
と
し
て
、
各
種
の
競

技
で
高
校
ス
ポ
ー
ツ
の
集
大
成
と
な
る
大
会
が

ス
タ
ー
ト
し
は
じ
め
ま
し
た
▼
そ
の
ほ
と
ん
ど

が
初
め
て
言
葉
を
交
わ
す
こ
と
に
な
る
高
校
生

た
ち
と
の
出
会
い
は
や
は
り
緊
張
す
る
も
の
。

し
か
し
取
材
を
終
え
る
頃
に
は
さ
わ
や
か
で
素

直
な
笑
顔
と
高
校
生
特
有
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
あ
ふ

れ
る
眩
さ
に
、
取
材
す
る
側
が
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

さ
せ
ら
れ
て
し
ま
う
▼
掲
載
ス
ペ
ー
ス
こ
そ
、

そ
れ
ほ
ど
大
き
く
は
な
い
か
も
し
れ
な
い
が
、

そ
れ
ぞ
れ
に
努
力
を
重
ね
、「
う
れ
し
さ
」
も
「
く

や
し
さ
」
も
共
に
次
の
ス
テ
ッ
プ
に
し
て
き
た

自
信
の
表
れ
と
な
る
高
校
生
た
ち
の
言
葉
に
は
、

毎
号
〝
キ
ラ
リ
〞
と
輝
く
も
の
が
あ
る
と
担
当

が
自
負
す
る
コ
ー
ナ
ー
、『
ガ
ン
バ
ル
高
校
生
』

の
こ
と
▼
小
・
中
学
は
町
内
校
に
通
う
こ
と
で

勉
強
や
部
活
、
あ
ら
ゆ
る
場
面
で
子
ど
も
た
ち

の
活
躍
を
お
知
ら
せ
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
し

か
し
高
校
生
に
な
る
と
学
校
も
様
々
、
課
外
活

動
も
多
種
に
わ
た
り
、
な
か
な
か
そ
の
姿
を
取

り
上
げ
る
機
会
が
少
な
い
も
の
▼
さ
て
六
月
、

時
期
の
早
い
も
の
だ
と
既
に
大
会
を
終
え
た
競

技
も
あ
り
ま
す
が
、
取
材
で
出
会
っ
た
あ
の
高

校
生
た
ち
の
試
合
は
ど
う
だ
っ
た
ろ
う
、
と
週

末
明
け
の
朝
刊
を
ワ
ク
ワ
ク
し
な
が
ら
開
く
の

が
こ
の
時
期
の
楽
し
み
で
す
。 

け


